
                          

     ビルマ難民の 

        「証言を聞く会」 
―知っていますか、日本に難民がいることをー 

 

日 時： 2007 年６月９日（土） １８：３０～ 

場 所： 茨木市民会館 ６Ｆ 第４会議室 

講 師： ミョウミンスウェさん（ビルマ難民 関西学院大学生） 

資料代： ５００円  

                          

主催  西日本入管センターを考える会 

            問い合わせ先   072-635-6680（山下）  

072-621-3448（住田） 

 

なお 「世界難民の日」記念シンポジウム’07 も共催しています。 

7 月 1 日（日）12:30～  

会場 大阪市立住まい情報センター3F ホール 

参加費 1,000 円          です。こちらもあわせてご参加下さい。              

茨木市郡山にある西日本入管センター

には、難民申請をしているにもかかわ

らず、長期に収容され苦しんでいる人

たちが、たくさんいます。 

 

2006 年の難民申請者は 954 人、うち６２６人がビルマ人。

しかしビルマ人の認定者数は 20 数名。そして今も約 100

人のビルマ人が入国管理センターに収容されています。 

軍事政権のビルマから逃れてきた人たちも収容し、難民

と認めない国は「人権国家」と言えるでしょうか。難民申請

者と共に私たちが今何をすべきか考えてみませんか。 

収容されたのち、ようやく難民認定を受けた、ミョウさんの

お話を聞きましょう。 

日本が難民条約に加入して２６年。しかし毎年

ごくわずかの難民しか受け入れていません。 

２００６年の難民認定者はわずか３４人です。 

（欧米諸国は数千人～数万人） 


